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研究課題

天理本町通り商店街の活性化

　　　　ー若者目線から空き店舗利用のアイデアを探るー



テーマ設定理由

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　



仮説①
「食」を通じて、若者と商店街を結びつけて考える



仮説①の検証計画



仮説②

商店街の空き店舗を若者向けの 「シェア・スペース」 に活用できれ

ば、利用者がいるのではないのか。



仮説②の検証計画

①商店街に空き店舗があるか調べに行く。

②商店街の代表者にアポイントメントをとり、インタビューに行く。

③空き店舗の紹介をまとめ、ポスターやチラシを作成して SNSで発

信する。

④まちづくりの取り組みとの関連性について調べる。



一回目のインタビューの様子



仮説①の検証結果１の質問と回答１～２

質問1：商店街の名物や食べ歩きに向いている既存商品はありますか？

回答1：商店街で既存しているお店は「ござそうろう」、「クレープ屋」があ
る。

質問2：食べ歩きメニューとして、どのようなジャンルの商品があれば  　　　  
面白いと思われますか？

回答2：どこもやっていないジャンルの商品を作って販売が良い。



検証１の質問３～４と回答

質問３：見た目が魅力的でＳＮＳ映えものや地元の食材を使っている商　 　　　
品はどう思われますか？

回答３：映えを気にしすぎるのはよくない。食べ物として食べてほし　 　　　　
い。写真を撮るだけで終わりでは趣旨が違う。

質問４：価格帯について、ご意見はありますか？

回答４：値段だけではなく、それに見合った値段ならばよい。



検証１の質問５と回答

質問５：チケット制の導入についての考えは ?

回答５：コーヒー屋さんが導入している。チケット制が多くなると、商店街

としてはありがたいことである。



仮説①で考えたこと

「食を通じて、若者と商店街を結びつけて考える」として食べ歩きを提案

　　　　　　　　　　　　　　　↓しかし

商店街の代表者にインタビューした結果 →食べ残しやごみ問題がネックに

　　　　　　　　　　　　　　　↓断念しかけた時

ネットで調べると食べられる容器、スプーン、お箸等があることを知る　

→食べられる容器をクローズアップをしたチラシを作成　 　　　　　　　



仮説１について

インタビューに行ったところ

→その辺にゴミをポイ捨てする人がいる事がわかり、私達
は、食べられる容器を調べ「 e-tray（イートレー）」というものが
出てきた。

他にも、「もぐカップ」、「 PACOON(パクーん )」、「食べられるお
箸」、「コロネクッキー」というのも出てきました。





作成したチラシ



検証２の質問１
食べ歩きメニューとしてどのようなジャンルの商品がよい
か



検証２の質問２
食べ歩きしやすいメニューのポイントは？



検証２の質問３
価格帯はいくらくらいがよいか



検証２の質問４
食べ歩き以外で商店街にあったら嬉しいお店は？



仮説①の妥当性

ネックになっていた容器の件は、食べられる容器にするのですが、

コスト面が気になりますので、仮説１の妥当性は

有の推定約70％と考えられます。



仮説②の質問１～2とその回答

質問１：シェアキッチン⇒１日のうちで午前と午後、または、日替わり　 　　　
で店主が変わることについてはどう思われますか？

回答①どのお店とどのお店を組み合わせるのかが難しい。

質問２：レンタルスペース⇒ワークショップ、ギャラリー等に貸し出す　 　　　
ことについては？

回答②単発的で常設出来ない。天理駅構内やコフフンとの兼ね合い。



仮説②の質問３～４とその回答

質問３：コミュニティ－スペースを地域住民の交流拠点や休憩場所に貸　 　　　
し出すことについては？

回答③現在も行っている。

質問４：小中学生を対象に職業体験プロジェクトの活用の場や、また、　 　　　
大学生が活動できる会議室として提供することについては？

回答④夢を与えられるものが良い。



仮説②の質問５〜６とその回答

質問５：美容室のシェアについては？

回答⑤一番発想として気にいった。

質問６：シェアハウスやゲストハウスとして活用することについては？

回答⑥周りの環境や歴史を考え、それらを使ってすれば成功する。

　　　天理らしさを考える。



仮説②の質問７～８とその回答

質問７：タイや東南アジアで乗られているトゥクトゥクを市で購入してもらい、観光

客やゲストハウスの宿泊者に貸し出してはどうでしょうか？

回答⑦面白いアイディアだと思う。

質問８：これらの計画を進めるに当たり、商店街の皆さまの懸念事項として　 　　　

考えられるのは何でしょうか？

回答⑧ゴミ問題が気になる

　　　食べ歩きでは自分の店先で食べてもらい、ゴミを捨てる



仮説②について

商店街へインタビューに伺った結果、興味を示していただいた３つ

・「美容室のシェア」

・「シェアハウス・ゲストハウス」

・「トゥクトゥク」



美容室のシェアとは

若手美容師の方が既存の美容室または空き店舗をリノベーションされ

た所へ鏡と椅子を貸してもらい技術を上達させていきます。

その後、技術が上達しお金も貯まったら独立していくというシステムで

す。　　　



ゲストハウスとシェアハウスの違い

特徴 ゲストハウス シェアハウス

目的 宿泊 居住・生活

入居者 旅行者 居住者

運営形態 宿泊施設 共同住宅



トゥクトゥクの導入について

法隆寺周辺の例　　　　　　明日香村の例　 　



トゥクトゥクの全国では

京都市の例　　　　　　　　　　　大津市の例



トゥクトゥクについて

意外とたくさんトゥクトゥクが普及していることがわかりました。
そこで、天理市のトゥクトゥクの活用を考えました。

例えば　
・古墳巡り
天理市には西殿塚古墳や黒塚古墳櫛山古墳など、多くの古墳がありま
す。いろんな所に点在する古墳をつなぐ乗物としてトゥクトゥクはオープン
なので景色も楽しめると思います。

・駅と観光地（イチゴ農園、長岳寺、石上神宮等）を結ぶ乗物としての活
用



仮説②の妥当性

検証結果から商店街の方は興味を持たれたが、金銭面等の課題

が多々あると考えられるために仮説２の妥当性は

有の50％!と考えられます。



課題研究を通してわかったこと

①食べられる容器やスプーン、お箸があること

②美容室のシェアには、２種類あること

③トゥクトゥクの普及率は私たちが考えていたより多いこと

④天理本通り商店街協同組合は、商店街の活性化についてとても熱心に取り組ま

れていること

⑤天理本通り商店街の活性化について、大学生や専門家、各種団体が研究され

ていること



　　　　　ご清聴
　　ありがとうございました


